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大
藤
　
匡
文
（
同
志
会
）

　
　
　

「
障
害
」
や
「
障
害
者
」
と
い
う
用
語
・
呼
称
に

つ
い
て
は
、
差
別
的
な
意
味
合
い
が
持
た
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
使
用
に
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
よ
り
客
観
的
な
事
実
の
意
味
を
持
た
せ
る

た
め
に
、
「
害
」
を
ひ
ら
が
な
に
し
た
「
障
が
い
」
と
い

う
用
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
本
市
で
も
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

　
　  

…
副
市
長

　

人
の
状
態
を
表
す
場
合
に
用
い
る
「
障
害
」
の
「
害
」

と
い
う
漢
字
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
負
（
マ
イ

ナ
ス
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
ひ
ら
が
な
表
記
に
改
め
る

自
治
体
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
実
施
し
た
人
権
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
に
お
き
ま
し
て
、
「
害
」
と
い
う
字
が
、
当

事
者
や
関
係
者
に
差
別
感
や
不
快
感
を
与
え
る
可
能
性
も

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
ひ
ら
が
な
表
記
を
用
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

市
が
作
成
す
る
文
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
広
報
誌
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
、
ひ
ら
が
な
表
記
を
用
い
る
こ

と
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
だ
け
で
な

く
、
市
民
に
対
す
る
人
権
啓
発
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
た
だ
、
法
令
名
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
制
度
の
名

称
、
行
政
機
関
の
固
有
名
詞
等
、
自
治
体
だ
け
で
は
変
更

で
き
な
い
も
の
、
ま
た
条
例
、
規
則
中
の
表
記
等
、
直
ち

に
改
め
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
ひ
ら
が
な
表
記
を
用
い
る
こ
と

が
可
能
な
も
の
か
ら
、
順
次
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁

冨
岡
　
利
昭
（
日
本
共
産
党
議
員
会
）

　
　
　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
で
、
ご
み
の
減
量
化
は
ど
の

程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
有
料
化
を
機
に
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
金

を
３
万
円
に
引
き
上
げ
て
い
る
が
、
助
成
金
申
請
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
さ
ら
に
、
今
後
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

化
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　  

…
環
境
経
済
部
長

　

完
全
有
料
化
を
実
施
し
た
平
成
20
年
10
月
か
ら
本
年
７

月
ま
で
の
10
カ
月
間
を
、
平
成
19
年
の
同
時
期
と
比
較
し

ま
す
と
、
家
庭
系
ご
み
の
処
理
量
は
、
約
14
％
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
助
成
金
申
請
状
況
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
度
に
25
基
、
平
成
19
年
度
に
23
基
、
平
成

20
年
度
に
１
７
９
基
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
20
年
度
に
大

き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
助
成
金
額
の
上
限
を
２
万

円
か
ら
３
万
円
に
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
県

内
の
自
治
体
で
は
、
ま
ん
の
う
町
に
次
ぐ
助
成
金
額
で

す
。

　

本
市
で
は
、
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」
を

合
言
葉
に
、
坂
出
市
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
を
中
心
に
各

自
治
会
や
、
市
内
の
ご
み
集
積
所
に
お
い
て
、
多
く
の
方

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
分
別
収
集
の
徹
底
や
生
ご
み
の
水
切
り
励
行
な

ど
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
、

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問

答
弁 家

庭
ご
み
有
料
化
後
の
状
況
に
つ
い
て

人
権
に
配
慮
し
た
名
称
変
更
の
促
進
に
つ
い
て

冨
岡
　
利
昭
（
日
本
共
産
党
議
員
会
）

　
　
　

学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
、
市

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
本
市
に
お

け
る
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
及
び
食
育
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　  

…
市
長

　

私
は
、
教
育
の
一
環
と
し
て
、
食
育
は
本
当
に
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
給
食
だ
け
で
な
く
、
地
場
産

業
の
育
成
、
地
産
地
消
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
的
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
調
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
数
に
応

じ
て
順
次
、
民
間
委
託
を
進
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
、
広
い
意
味
で
の

子
供
た
ち
の
食
育
に
つ
い
て
、
学
校
給
食
、
地
場
産
業
、

地
産
地
消
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
的
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
当
面
の
間
の
学
校
給
食
調
理
業
務
に
つ
い

て
は
、
今
の
民
間
委
託
の
方
針
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　  

…
教
育
長

　

本
市
に
は
現
在
、
栄
養
教
諭
２
名
と
栄
養
士
３
名
の
計

５
名
が
配
置
さ
れ
、
各
自
が
連
携
し
な
が
ら
、
市
内
の
小

中
学
校
の
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
生
き
た
教
材
で
あ

る
給
食
の
献
立
や
月
別
学
校
給
食
指
導
計
画
の
作
成
な

ど
、
給
食
時
間
が
食
に
関
す
る
指
導
の
中
心
的
な
役
割
と

な
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
科
や
保
健
体
育
な
ど
の
関
連
教
科
や
総

合
学
習
等
の
時
間
に
お
い
て
も
、
食
に
関
す
る
指
導
を
行

う
な
ど
、
食
に
関
し
て
多
様
な
面
か
ら
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

質
問

答
弁

答
弁 豊

か
な
学
校
給
食
と
食
育
教
育
に
つ
い
て


